
2014
ラージトウ炭素繊維事業への
本格参入
米国のラージトウ炭素繊維メー
カーZoltek Companies, Inc.の買
収により、幅広い分野で地球環境
問題にソリューションをもたらす
先端素材として、より一層の事業
拡大を目指します。

1980
逆浸透（RO）膜エレメント
ロメンブラ®の販売開始
1968年から研究に着手し、開発を続
けてきた水処理膜。半導体産業用の超
純水製造や、海水・かん水の淡水化を
可能にしました。

1990
トレカ®プリプレグが
米国Boeing社旅客機の一次構造材に認定
釣り竿、ゴルフシャフトなどのスポーツ用途向け開発で
技術・品質を向上させ、航空機の二次構造材に採用され
て信頼性を積み上げた炭素繊維は、Boeing777型機向
けで初めて一次構造材（破損が墜落に直結する構造部
材）として認定を得ました。

2006
（株）ユニクロと「戦略的パートナーシップ

契約」開始
服を通じて人々の生活を豊かにするユニクロと、
革新技術・素材の提供により社会を変える東レ
のパートナーシップ体制は、機能性・快適性に優
れた今までにない新しい価値を有する商品を世
界中に提供してきました。

1941
独自技術により、ナイロン6の
合成と溶融紡糸に成功
独自技術で開発した「ナイロン6」は、
新規繊維として漁網向けやストッキン
グをはじめとした衣料向けなどの用
途開拓によって新たな市場を形成し
ました。

1959
ポリエステルフィルムルミラー®の生産開始
東レが日本で初めて工業化したポリエステルフィル
ム。市場の成長や変化に対応して、ビデオテープ、工業
材料、特殊品な
ど多様な分野で
シェアを確立し
ました。

1971
炭素繊維 トレカ®の
製造・販売開始

「軽く、強く、剛い」という優れた
特性を持つ高機能炭素繊維。商
標を“トレカ（TORAYCA）”と定
め、1971年から販売活動を開始
しました。

1971
スエード調人工皮革
エクセーヌ®の販売開始
超極細繊維を使ったスエード調人
工皮革。軽さや優れた発色性から
ファッション素材として高い評価を
受け、現在は自動車内装や家具な
どにも用いられています。

����
創業

����

�.�

�.�

�.�
（兆円）

���� ���� ���� �������� ����

1990年度
連結売上高
�,���億円

2000年度
連結売上高
��,���億円

2024年度
連結売上収益

��,���億円

����
創業

����

�.�

�.�

�.�
（兆円）

���� ���� ���� �������� ����

1990年度
連結売上高
�,���億円

2000年度
連結売上高
��,���億円

2024年度
連結売上収益

��,���億円

10 11Toray Report 2025 Toray Report 2025

東レグループ価値創造の軌跡

東レグループは1926年にレーヨンの生産会社としてスタートし、ナイロン、ポリエステル、アクリルと
いった3大合成繊維に加えて、フィルム、ケミカル、樹脂、更には電子情報材料、炭素繊維複合材料、
医薬・医療､水処理・環境といった様々な分野において革新技術を開発し、多くの先端材料､高付加価
値製品を創出してきました。2050年にどのような社会が到来するかを展望し、革新技術・先端材料
がどのように生きるかという視点を持って、引き続き長期的な企業価値の向上を目指しています。

© Boeing



財務資本
• 総資産 32,926億円 
• 格付（R&I） A+

製造資本
 • 製造子会社数 106社
 • 設備投資額 2,187億円

知的資本
• 特許保有件数 22,017件

国内 6,444件
海外 15,573件

• 研究開発費 744億円

人的資本
• 従業員数 47,914人
• 男女比 7:3
• 研究開発人員数 約4,400人

社会・関係資本
• 国内113、海外195の拠点

自然資本
• 石油化学品
• 金属・鉱物原材料
• 天然繊維
• 植物由来原料
• 水資源
• エネルギー資源
（原油・天然ガスなど）
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東レグループの価値創造プロ セス

東レグループは、企業理念「わたしたちは新しい価値の創造を通じて社会に貢献します」の具現化に向けて、
経営として大切にしている価値（コアバリュー）である「事業を通じた社会貢献」「人を基本とする経営」「長期
的視点に立った経営」をベースに、東レグループの強みである「研究・技術開発」「営業」「生産」が相互に連

携し合いながら、素材を起点にサプライチェーンを構成するお客様との共創によるイノベーションを通じて、
社会に新しい価値を提供していきます。そして、「東レグループ サステナビリティ・ビジョン」に示す4つの世界
の実現を目指します。



東レ理念

東レグループ
サステナビリティ・ビジョン

ビジョン

企業理念

経営基本方針

企業行動指針

コーポレート
スローガン

企業文化
経営者の

信条

長期経営ビジョン
“TORAY VISION ����”

―持続的かつ健全な成長と社会的価値の創造―

中期経営課題 “プロジェクト AP-G ����”

CSRロードマップ（KPI設定・フォロー）

CSRのマテリアリティ
新しい価値の創造を通じた社会への貢献
• 気候変動対策の加速
• 循環型社会実現への貢献
• 自然環境の回復への貢献
• 健康で衛生的な生活への貢献
• ステークホルダーとの共創と対話による発展

経営の基盤
• 安全・防災の徹底
• 倫理・コンプライアンスの徹底
• 製品の品質と安全性の更なる向上
• ガバナンスの強化
• 持続可能なサプライチェーンの構築
• 人権の尊重と多様な人材の活躍推進

2050年に向けて
「東レが目指す４つの世界」

全ての人が健康で衛生的な
生活を送る世界4

資源が持続可能な形で
管理される世界2

地球規模での温室効果ガスの排出と
吸収のバランスが達成された世界

（GHG排出実質ゼロの世界）
1

誰もが安全な水・空気を利用し、
自然環境が回復した世界3
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Core Value
経営として大切にする価値

お客様

AP-G ����は、「東レ理念」を起点として、「東レグループ サステナビリティ・ビジョン」に示す

「『発展』と『持続可能性』の両立をめぐる地球規模の課題の解決への貢献」を通じた「持続的か

つ健全な成長」の実現を目指し、その成長戦略を可能にするための価値創造、それを支える人

材基盤の強化に注力して、投下資本効率、財務体質、人材の面から成長投資を可能にする経営

基盤強化を進めます。

• 炭素繊維（航空機、風力発電、
圧力容器）

• 電解質膜（水素・燃料電池）
• 高耐熱PPS樹脂（xEV）

• PETボトルリサイクル繊維
• リサイクルPETフィルム
• バイオマス由来原料

• 逆浸透膜（RO膜）
• エアフィルター
• 環境対応印刷材料

• 医療用フィルター
• 衛生材料用不織布
• エアバッグ

SI事業 サステナビリティイノベーション事業*

• エレクトロコーティング剤・実装材料
• フレキシブル回路基板材料
• 光学用フィルム
• 半導体製造・検査装置

DI事業 デジタルイノベーション事業

*「東レグループ サステナビリティ・ビジョン」実現に向けた
製品群。経済的価値と社会的価値を実現

企業理念を初めとする当社を
支える経営思想。将来に伝えて
いく東レグループの財産。

経
済
的
価
値
と
社
会
的
価
値
の
実
現

基本戦略の実効性を高める
ための７つの経営重点施策
➀ 事業の「競争力」強化・事業拡大

➁ 戦力・投下資本最適配分

➂ イノベーション創出

➃ 機能軸での強化

➄ コスト競争力強化

➅ 人的資本経営

➆ 資本市場との対話

5つの基本戦略

1 持続的な成長の実現

2 価値創出力強化

3 競争力強化

4 ｢人を基本とする経営」の深化

5 リスクマネジメントと
グループガバナンスの強化

持続的な成長の実現に向けた
主要製品群

気候変動
対策の加速

資源循環
への貢献

安全な水・
空気の提供

医療と
公衆衛生に貢献
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価値創造プロ セス図と成長ストーリーとの関係

価値創造プロセス図と、成長ストーリーとの関係は以下の通りです。企業理念の具現化に向けて、東レグ
ループは「長期経営ビジョン」「中期経営課題」「CSRロードマップ」「東レグループ サステナビリティ・ビ
ジョン」を定めています。サステナビリティイノベーション事業及びデジタルイノベーション事業の成長拡大を
通じて、経済的価値及び社会的価値の両立を目指します。




